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1言毎こどセ記者二ユース醐 鴇摘で移「枇批誼ゆ 均 fft芝て~主主
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ことしで~詮250与を越える~~ÄJJi林 "，茶(1763
~1827年)をテーマにした信量こども釘昔クラブの
鼠桔薮醤「二桑に苧ぼう!Jが1局12目、伝達面の
:二乗izt童話で鵠かれましだ。説首は:ι議を鵠由美するフ
ランス泊菖の~~Å、 マブソン醤強さん (44) =麗喜
市。こども記昔9Xは、 :二誌についてのお詰を白いた
握、 ン桑ゆかりの1t!Jを琴き、釜員が 1 色ずつå~出を#っ
て鑑麗し合いました。その結語じたこと、泊めて由っ

たことをまとめてくれ疋よ。

こども悩クラブのメンバーを誠していu.メンバー同位、械前バッジと制をプレゼント.rこども前クラブ総』と富山、総帥ゑ泊までどしどし枯してくださいね.
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